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私と博物館のみなさまとの出会いは、平成１７年の戦
後６０年パネル展をフィッシャーマンズワーフMOOで
開催したときに遡ります。
昭和２０年７月１４日～１５日、釧路市中心街に大規

模な空襲がありました。その歴史をつなぎ、記憶を風化
させないという取り組みとして企画した際に、戸田学芸
員が真摯に対応いただいたこと、今でも感謝に堪えませ
ん。その後、歴代の館長をはじめ学芸員のみなさまとの
つながり、地域をPRするオリジナルフレーム切手の発
行、風景印、小型印のデザイン制作等の支援をいただき、
現在は私だけではなく地域の数多くの郵便局長たちが大
変お世話になっております。
郵便局の歴史は、今年で１５０年の節目を迎えます。

創業したのが明治４年、その後明治８年１月１日には、
釧路郵便局（現在の釧路中央郵便局）が、当時の真砂町
（現：南大通）で開局しました。その後、一番新しい私
の勤務するイオンモール釧路昭和内郵便局まで、釧路管
内には「８９局」が生まれました。実は、みなさまにご
利用いただいている郵便貯金、通帳面を見ていただくと、
日付の横に「５桁の番号」が印字されています。この番
号は、「取扱局番号」といい、どこの郵便局をご利用い
ただいたかがわかるようになっています。
釧路管内で一番最初に釧路管内で開局したのが、今の

本厚岸郵便局（当時の厚岸郵便局）で「９２００１」、以降、
開局順に「９２００２　霧多布郵便局」「９２００３　
標茶郵便局」「９２００４　釧路太田郵便局」「９２００
５　釧路中央郵便局」「９２００６　白糠郵便局」「９２
００７　昆布森郵便局」「９２００８　弟子屈郵便局」「９
２００９　浜中郵便局」・・・・と開拓された順番に郵

便局の開局が進んでいます。この番号を順番に並べるた
めに、貯金に歩いている郵貯ファンが多くおります。当
時の入植者が開拓を進め、町が出来ると「警察署と郵便
局と学校」が行政の中心として整備が進められてきたと
いうことです。
昨年、閉山５０周年を迎えた「雄別炭鉱」にも郵便局

は存在し、最盛期には電話交換士を含め約４０名の職員
が勤務する大所帯でした。当時の先輩の話を伺うと、昭
和４５年２月２７日にヤマが閉鎖され、住民たちが町を
離れていく姿を見送り、６月末に最後の住民を見送って
から郵便局の閉鎖作業を行ったということを伺っていま
した。いま自分が、この雄別の歴史を伝える仕事を博物
館のみなさま方と取り組んでいるのも、当時、郵便局の
先輩たちが街のために働いてきた歴史があるので、その
想いを次世代に伝えたいという気持ちも強いからです。
郵便局の「郵」という字は、「取り次ぐ」「つなぐ」と

いう意味があります。昨年、話題となった大河ドラマ　
麒麟がくる　の主人公、明智光秀が織田信長を打ち取っ
た本能寺の変、最近、その史実を語る古文書が見つかっ
たと話題になっていました。日本史も世界史も、その歴
史を読み取るのは主に手紙です。そんな歴史と文化を伝
えていくのが博物館の仕事であり、郵便局の使命でもあ
ると考えています。
これからも、博物館の皆さまとともに、”地域の歴史

と文化を探検する”そんな思いで引き続きお付き合いさ
せていただければ幸いです。どうぞよろしくお願いしま
す。
　　　　　　　　前　川　英　樹
  (イオンモール釧路昭和内郵便局長)
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〈表紙写真〉　博物館の目の前にある春採湖は、本格的な冬を迎えると全面が結氷します。冬は積雪や風向きの状況によって表紙
写真のような、さざなみが立っているような景色が見られることもあり、厳しい冬ならではの顔もあります。今年度、パネル展
「春採湖～人と自然が織りなす湖～」を開催し、あわせて博物館解説シリーズ「春採湖」も刊行しました。この解説シリーズをき
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